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Studies on the Bactericidal Activity
of Scanop SheH ceraHics
Tomonaga YosHIDA,Nobuii KoYAMA,Shin―ichi OKUDA,Koji SASAYA,
Choji FuKUHARA and Takayuki KoHIRUIMAKI
Abstract
| /ヽe prepared scallop shell ceranlics(SSC)by heating at 1050°C and found their several functions such as
antibacterial action,deodorant action
SSC shows antimicrobial activities against Esσ力¢筋θカカθο′ちSattο%グザと79″′′ι″彦ASシ砂ナοθοθθ%S夕,2%筋ηs,dermato
phytes such as 4オ′1陶ι/9/′,2,υα%う″クsτ力ι″′タゲゲand_4Bゼ″力,効力らand clinical isolates of MRSA
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1.  は じ め に
ホタテ貝は,東北,北海道地域で産出され, これに伴
い年間約21万トンのホタテ貝殻が廃棄されている。
年々,廃棄される貝殻の量が増加し,廃棄物処理の問題
が生じている。青森県においても,陸奥湾におけるホタ
テ貝の養殖に伴い年間約5万トンものホタテ貝殻が廃棄
されている。ホタテ貝殻は野積みの状態で大量に廃棄さ
れ,青森県内だけでも約70万トン以上の量が野積みされ
ていると推定されている。餌は自然界のプランクトンで
あるため低コストであり,今後,ホタテ貝の養殖が盛ん
となれば,ますます廃棄量は増加すると推定される。こ
れらのことから,廃棄されているホタテ貝殻を有効利用
するため,長年の進化の過程で得た合理的な貝殻の構造
とその機能性を工学的に応用する目的で研究を行ってき
た1九2】9光0。
牛乳による食中毒事件やO-157による食中毒に代表
されるように,科学技術と食文化が進歩した社会におい
て食中毒は一向に板少せず多くの被害が毎年発生してい
る。米国では,靴生活のため,1億2千万人もの水虫患者
がおり,日本でも2500万人の患者が存在する。メチシリ
ン耐性責色ブドウ球菌による院内感染が社会問題となっ
ている。日本小児科学会は新生児施設の院内感染対策に
ついて,「MRSAの完全な排除は困難」として,MRSAの
存在を前提とした共存対策を呼びかける異例の発表を
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